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は じ め に

　平成18年2月20日、「実り豊かな生活文化都市」を新市の
将来像に掲げ、2町1村が合併した「中央市」の誕生から、早
くも2年が経過しました。
　今、国内では、地方分権の進展や三位一体の改革などにより、
国と地方の関係が見直されている中で、地方自治体には自己決定と自己責任の原則のも
と、行財政基盤の強化を図るとともに、高度化・多様化する行政ニーズに的確に対応し
た創意工夫による行政運営が強く求められています。
　このような状況の中、さまざまな問題に直面する本市において、市民の目線、生活者
の視点に立って市民サービスを提供し、真に市民が必要とする事業を選択し、「実り豊
かな生活文化都市」を目指し、だれもが、住みたくなる、住んでよかったと思える安全
で安心なまちづくりを進めるため、新市の将来像や目指すべき方向性を定めた「第1次
中央市長期総合計画」を策定いたしました。
　今回の計画策定にあたりましては、市民の声を反映するため、アンケート調査を実施
するとともに、審議会委員に公募による委員にも参加をいただきました。また、基礎デ
ータの分析の時点から審議会委員に加わっていただき、委員の皆さまからの意見を取り
入れ、計画策定も行政サイドだけではなく、分科会・審議会で多くの議論をいただき、
市民との協働による計画づくりをしていただきました。さらには、パブリックコメント
制度に基づき、市民の皆さまにも、ご意見を伺いました。
　今後、計画の推進にあたりましては、市民本位の市政を基本とし、市民との協働によ
る市政運営に努めてまいりたいと考えておりますので、一層のご理解、ご協力を賜りま
すようお願い申し上げます。
　終わりに、本計画の策定にあたりまして、貴重なご意見、ご提言を賜りました市民の
皆さまをはじめ、慎重な審議をいただきました総合計画審議会委員並びに市議会議員の
皆さまなど関係者の方々に心から感謝を申し上げます。

平成20年3月
中央市長　田　中　久　雄
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